































































































































（ 6）　行為無価値論に依拠するものとして、井田良『講義刑法学・総論〔第 2 版〕』
（有斐閣、2018年）280頁、関根徹「偶然防衛について」『立石二六先生古稀祝賀論
文集』（成文堂、2010年）213頁などを、また、結果無価値論に依拠するものとし









































































































































































































































































































1992年）138頁以下所収〕。また、井田・前掲注（ 1） 7 頁、松原・前掲注（ 1）54
頁注（23）も参照。






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（93）　本稿第 2章第 1節第 2款参照。




























































































  （2018年 6 月脱稿）　　
